
 

 

 

 ABC検診(胃がんリスク検診)を    

正しく活用しましょう！ 
 

ABC 検診（胃がんリスク検査）とは 

胃の粘膜に生息するヘリコバクター・ピロリ（ピロリ菌）の感染有無と、胃粘膜の萎縮度（ペプシノーゲン判定）を 

血液検査で調べ、胃がんのなりやすさを判定する検査です。胃がんそのものを見つける検査ではありません。 

リスクに応じて定期的に胃カメラ(胃部内視鏡)を受けましょう。 

※令和７年度は、胃バリウム検査→ABC 検診への切り替え費用を当組合にて負担いたします。ABC 検診は逐年行う必要がなく、原則として成人の

場合は生涯一度でよいとされているため、令和 6 年度に組合補助にて検査を行った方の今年度の補助は対象外とさせていただきます。 

ABC 検診のメリット 

✅血液検査のみで判定ができるため、検査を受ける方の負担が少ない。 

✅仮にピロリ菌の感染が分かった場合、除菌により将来の胃がん発生を抑制することができる。 

重要 ABC 検診のデメリット 

✅本検診にて低リスクと判断された方も、完全に胃がんのリスクが無くなるわけではありません。 

  特に下記に該当する方については、正しい結果が得られない可能性があるため必ず主治医にご相談ください。 

 胃、その他消化器系に 

症状がある方 

胃潰瘍、十二指腸潰瘍、 

逆流性食道炎等治療中の方 

胃酸を抑える薬を 

服用中の方 

胃を切除した方 

慢性腎不全の方 
ピロリ菌の 

除菌治療を受けた方 

抗生剤を長期服用 

したことがある方※ 

免疫不全・低下状態 

ステロイド服用中の方 

※抗生剤を長期に服用する病気（肺炎、中耳炎、蓄膿症など）の既往歴がある方は、知らないうちに除菌されている場合もあるので注意が必要です。 

結果の見方と考え方 

引用：日本胃がん予知・診断・治療研究機構（２０１９年６月） 

判定されたリスク（A～E 群）に 

応じて、定期的に胃内視鏡 

（胃カメラ）を実施しましょう。 


